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令和５年度仁木町教育行政執行方針

令和５年第１回仁木町議会定例会の開会に当たり、本町の教育行

政執行方針について申し上げます。

町民の皆さまを始め、町議会議員の皆さまのご協力、関係各位の

心温まる支援によりまして、令和４年度の教育行政を円滑に推進で

きましたことに、心から感謝とお礼を申し上げます。

現在も続いております新型コロナウイルスによる感染は、収束と

拡大を繰り返しており、全ての方の生活に大きな影響を及ぼしてお

ります。

本町においても、学校行事の縮小や学習活動の制限、更には施設

の利用制限など、多くの制約の中での活動となっており、１日も早

くコロナ禍前の活動が再開できることを願っています。

さて、学校教育につきましては、仁木町学校教育基本方針に基づ

き、昨年度から義務教育期間の９年間を見通した小中一貫教育の実

現に向けた取組に着手しております。また、生涯学習においては、
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総合計画にある「町民に質の高い教育を」の実現に向け、これまで

行ってきた事業の見直しや新たな事業を実施して、町民一人ひとり

が学習できる環境を整えていきたいと考えております。

令和５年度の教育行政執行方針を策定するに当たり、第６期仁木

町総合計画の将来像である「魅力ある、住みよい、個人の主体性と

地域の共生・調和を大切にするまち～すべては未来の子どもたちの

ために～」の具現化に向け、「学校教育」と「生涯学習」が連携しな

がら取組の方針と具体的な施策を定めました。

始めに、学校教育について申し上げます。

学校教育の役割は、子どもたちが将来、社会で自立し、自らの人

生を豊かにするために必要となる基礎的な力を身に付けさせるとと

もに、一人ひとりの個性や可能性を引き出すことにあります。

文部科学省では、デジタル化を含む社会の変化に対応するため、

ＧＩＧＡスクール構想で示された個に応じた指導をより一層重視し、

指導方法や指導体制の工夫改善により、学習の充実を図るとともに、

情報通信端末や情報通信ネットワークなどの情報手段を活用するた

めに必要な環境を整え、これらの情報手段等を活用した課題解決型

学習等により、主体的に考え、多様な立場の者が協働的に議論する

ことなどが示されております。
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そのため、これらの情報手段を適切に活用し、学習活動の充実を

図る取組を進めていくほか、個に応じた指導が孤立した学びに陥ら

ないよう、探究的な学習や体験活動等を通じ、他者と協働しながら、

他者を価値ある存在として尊重し、様々な社会的変化を乗り越え、

持続可能な社会の創り手となることができるよう、必要な資質、能

力を育成する「協働的な学び」の充実にも取り組んでいくなど様々

な学習内容を見据えながら、一層の充実を図るため、重点的に取り

組む施策を定めました。

重点の１つ目は、「教育内容の充実」であります。

国内の児童生徒の学力を諸外国と比較しますと、数学や科学に関

するリテラシーは世界トップレベルである一方、情報活用能力や言

語能力に課題があることが分かっており、その要因として学校の授

業や学習において積極的にＩＣＴを活用していなかったことが文部

科学省から報告されております。

このことから、基礎的、基本的な知識・技能の習得とそれらを活

用した課題解決のために必要な思考力や判断力、表現力などに加え

ＩＣＴの活用能力を育むことが重要であり、加えて、主体的、対話

的で深い学びを充実させる必要があります。

そのためには、教職員一人ひとりが、子どもたちと共にＩＣＴに

慣れ親しみ、ＩＣＴスキルを向上させると共に、これまでの優れた
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教育実践とＩＣＴを最適に融合することで、様々な課題を解決し、

教育の質の向上につなげてまいります。

なお、教育へのＩＣＴ機器の活用が急速に進められ、児童生徒の

知識不足によりトラブルに巻き込まれる可能性もあることから、情

報社会において適切な活動を行うための基になる考え方である情報

モラル教育と情報教育に必要な知識を取得させるため、適切な利用

について教育委員会が中心となって統一した指導を、関係機関、民

間企業、保護者、小中学校間の連携により進めてまいります。

外国語教育の推進につきましては、「読む」、「聞く」の２技能を判

定する英検ＩＢＡ、英語の発音を音声で確認することができるデジ

タル教科書、外国人との会話する機会として外国語指導助手を活用

しながら、英語力の定着・向上に取り組んでまいります。

小中一貫教育につきましては、仁木町学校教育基本方針を踏まえ、

仁木地区では小中一貫型小学校・中学校、銀山地区では義務教育学

校の導入に向けた準備として、「９年間を通じた指導計画策定」、「９

年後の目指す子ども像の設定」、「小中学校間の乗り入れ授業」に加

え、「小中合同の教員研修の実施」、「小中合同の公開授業の開催」な

どに取り組んでまいります。

また、銀山地区に開校する義務教育学校の基本設計につきまして

は、昨年度策定した銀山地区義務教育学校基本構想に基づき、現在

の銀山中学校の校舎及び屋体の増改築について、町民及び関係機関
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の意見等を踏まえながら、関係法令に照らし合わせ、基本設計図、

仕様等を策定してまいります。

仁木地区・銀山地区に設置しておりますコミュニティスクールに

つきましては、保護者や地域が学校の様々な課題解決に参画し、そ

れぞれの立場で主体的に子どもたちの成長を支えていくための仕組

みであることから、保護者や地域住民が学校や地域の課題を共有し、

共通の目標、ビジョンを持ち一体となって地域の子どもたちを育み、

小中一貫教育に対しても連携しながら進めてまいります。

重点の２つ目は、「教育環境の充実」であります。

教職員の働き方改革につきましては、仁木町立学校の働き方改革

アクションプラン（第２期）に基づき、長期休業期間中における閉

校日や定時退勤日の設定など従前からの取組を継続しつつ、校務支

援システムやＩＣＴ機器を積極的に活用した効率的な業務の推進の

ほか、時間外在校時間の公表などの取組を実施し、業務削減や勤務

環境の改善に取り組んでまいります。

ＩＣＴ機器の整備につきましては、各学校で学習ｅポータル、学

びの保障オンライン学習システム、デジタル教科書等、デジタル教

材の活用が進んでいることに伴い、増加するデータ通信量に対応す

るため、機器の通信状況に応じたデータ通信の安定化を図る取組を

進めてまいります。
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各学校とも建設後、四半世紀が経過し、校舎の老朽化が進んでい

ることから、仁木町学校施設個別施設計画を踏まえ、本年度は、仁

木中学校の外壁及び屋上の大規模改修を実施してまいります。

また、他の学校においても計画的な大規模改修について準備を進

めてまいります。

重点の３つ目は、「学校給食の充実」であります。

食育につきましては、栄養教諭を中心として引き続き各学校と連

携し、食事の重要性や楽しさ、食への感謝の気持ちなどを育み、食

に関する正しい知識と望ましい食習慣の定着に向けた指導、並びに

本町及び北後志管内を始めとした北海道産食材を積極的に取り入れ

ることにより、地産地消の大切さや地域の食文化を学び、生産者へ

の感謝の気持ちや生命を尊重する心を育む食育の充実を図ってまい

ります。

なお、コロナ禍やエネルギー価格上昇等の影響により物価が高騰

し、食材単価が上昇していることを受けまして、本年度から学校給

食費を３．５パーセント程度値上げしてまいります。

学校給食調理業務につきましては、「安全・安心な学校給食の提供」

を第一に行っておりますが、１９年目を迎える調理場設備において

耐用年数を超え経年劣化が見られる機器については、突発的な故障

による給食の提供停止を防ぐため、本年度は洗浄室等にある食器洗
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浄機、食缶洗浄機、真空冷却機等を更新する予定であり、今後にお

いても計画的な更新を予定しております。

また、子育て世代の経済的支援を図るため、学校給食費の補助を

本年度も引き続き実施してまいります。

学校給食費を地方自治体の会計に組み入れる「公会計制度」の導

入につきましては、学校事務の負担軽減を目的に、現在各学校が行

っている保護者からの学校給食費徴収業務を教育委員会が行うなど

令和６年度の開始に向けて準備を進めてまいります。

続きまして、生涯学習について申し上げます。

生涯学習の役割は、町民一人ひとりが生涯を通じて、いつまでも

学べるよう地域において様々な学習機会に出会える環境を整えるこ

とを目指しています。

本町におきましても、第６期仁木町総合計画や教育大綱を踏まえ、

子どもから高齢者までがいつまでも、いつでも学べる町づくりを目

標として、重点的に取り組む施策を定めました。

重点の１つ目は、「いつまでも学習の推進」であります。

いつまでも学習の推進につきましては、昨年度第８期仁木町社会

教育中期計画の実践結果による評価を踏まえ、本年度から令和９年

度までの第９期仁木町社会教育中期計画を策定しました。
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また、仁木町社会教育推進計画に基づき、子どもから高齢者まで

学習できる環境づくりに努めるとともに、行政、学校及び地域が協

力して、世代を超えた学習機会を創出するため、町内の社会教育関

係団体並びにその他民間企業に協力をいただき、年間を通して多様

な体験活動の実施を目指します。

子どもの読書活動につきましては、本年度から令和９年度までの

第２期仁木町子どもの読書活動推進計画を策定し、子どもたちが読

書を通して健やかに成長し、より良い読書習慣を身に着けることが

できるよう子どもの成長段階に応じた読み聞かせ事業の推進や広報

等を活用した本の魅力発信など、読書に親しみを持てる環境づくり

に努めてまいります。

高齢者の社会活動促進や健康増進を図るため、やすらぎ大学など

を通して充実した生活をサポートし、生きがいや、やりがいを高め

る学習を引き続き実施してまいります。

重点の２つ目は、「スポーツ活動の振興」であります。

スポーツ活動の振興につきましては、町民それぞれが自ら親しみ

生涯を通して気軽にスポーツを楽しめる機会の拡充を図るため、各

スポーツ団体等と連携を図り、町民が日常的にスポーツを楽しむ活

動機会の提供や、環境整備に努めていくほか、子どもたちがプロレ

ベルのスポーツに親しむ機会を創出し、選手達と触れ合えることを
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通して、豊かな人間性やたくましい身体を育む機会を設けたいと考

えております。

また、スポーツ協会やスポーツ少年団への活動支援による各種事

業の充実やスポーツ指導者研修会の開催など、スポーツ活動の普

及・促進に努めてまいります。

重点の３つ目は、「文化・芸術活動の創出」であります。

文化・芸術活動の創出につきましては、町民一人ひとりの心の豊

かさや創造性を育み、暮らしに潤いと活力を与えるため、仁木町民

センターを中心とした文化施設を、町民の心やすらぐ空間として、

各文化団体やサークル活動の交流や参加機会の充実を図り、子ども

から高齢者まで文化芸術に触れる機会の拡充を進めてまいります。

また、文化財の保護、活用といたしまして、先人が築き上げてき

た郷土の歴史を後世に伝えるため、町指定文化財の保存と町内文化

財の調査に取り組み、新たな価値や魅力の発信に努めてまいります。

重点の４つ目は、「社会教育施設の適切な管理」であります。

社会教育施設の適切な管理につきましては、教養、健康増進、生

活文化の向上を図るため、管理人や指定管理者と連携し、引き続き

心豊かに生活を送ることができる環境づくりに努めてまいります。

また、昭和５８年度に開設以降、長年に渡り町民に親しまれてい
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る仁木町民スキー場は、老朽化が著しく、リフト及びナイター照明

の更新に着手するため、令和５年度、令和６年度の２か年を休止い

たします。

令和７年度の仁木町民スキー場リニューアルオープンに向けて、

冬期スポーツ振興、保健体育の向上及び普及に向けた準備を進めて

まいります。

その他、施設の多くが建設後３０年以上経過していることから、

個別施設計画に基づき、計画的な大規模改修等について準備を進め

てまいります。

以上、令和５年度に取り組む重点施策を申し上げました。

仁木町が、人口減少等の課題を乗り越え、地方創生を実現するた

めには、人材育成を担う教育の役割が重要であります。

教育委員会といたしましては、子どもから高齢者まで、様々な社

会変化にも果敢に挑戦し、仁木町の輝く未来を築き、幸福な人生を

歩んでいくことができるよう、学校、家庭、地域、行政との緊密な

連携の下、一丸となって本町教育の充実、発展に取り組んでまいり

ます。

町民の皆さまの積極的な参画と、町議会議員の皆さまを始め、教

育関係機関、団体等の一層のご理解とご協力を心からお願い申し上

げます。


